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貯
留
さ
れ
、
表
流
水
と
し
て
利
別
川
、
音
更
川
、
札
内
川
な
ど
十
勝
川
水
系
（
１
級
河
川
）
の
多

く
の
支
流
が
、
日
本
最
大
の
耕
地
面
積
を
支
え
て
き
た
。

　

問
題
は
、
地
下
水
も
表
流
水
も
、
そ
の
水
源
は
日
高
山
脈
や
大
雪
山
系
に
積
も
っ
た
積
雪
で
あ
り
、

そ
の
積
雪
が
年
　々

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
減
少
し
て
お
り
、
前
述
の
よ
う
に
約
44
％
減
少
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
積
雪
量
の
減
少
に
よ
る
地
下
水
の
減
少
は
、
地
層
や
地
域
に
よ
り
大

き
く
異
な
る
が
、
一
般
的
に
５
年
か
ら
数
10
年
後
に
、
そ
の
影
響
が
出
て
く
る
例
が
多
い
と
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
十
勝
平
野
も
、
近
い
将
来
、
水
不
足
に
直
面
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
く
る

こ
と
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る

節
水
型
農
業
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

⑵　

肥
料
が
足
り
な
い
十
勝
平
野

　

世
界
人
口
の
増
加
や
堅
調
な
穀
物
需
要
で
世
界
中

の
化
成
肥
料
の
値
上
が
り
が
続
い
て
い
た
が
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、
世
界
の
肥
料
価
格
は
さ
ら
に
高

騰
し
、
世
界
的
な
投
機
的
な
価
格
体
系
に
突
入
し
て

い
る
。

　

世
界
に
お
け
る
肥
料
の
消
費
量
の
動
向
か
ら
見
る

と
、
①
肥
料
の
消
費
量
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
消

費
ト
ッ
プ
は
中
国
で
世
界
全
体
の
22
・
6
％
、
次
が

イ
ン
ド
で
16
・
2
％
、
ブ
ラ
ジ
ル
（
10
・
2
％
）、
ア

メ
リ
カ
（
9
・
9
％
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
3
・
3
％
）、

　

日
本
で
最
大
の
耕
地
面
積
を
有
す
る
北
海
道
、
特
に
十
勝
平
野
は
畑
地
面
積
で
全
国
の
約
12
％

を
占
め
、
大
規
模
な
畑
作
経
営
を
営
ん
で
い
る
。

　
「
日
本
の
食
料
基
地
を
目
指
す
将
来
性
の
課
題
と
解
決
策
」
前
号
（
カ
レ
ン
ト
誌
７
月
号
）
で

は
現
状
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
今
回
は
さ
ら
な
る
課
題
と
、
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

１
．
十
勝
平
野
の
農
業
が
将
来
抱
え
る
課
題

　

そ
れ
は
農
業
の
基
本
で
あ
る
水
資
源
と
肥
料
で
あ
る
。

⑴　

水
資
源
が
危
な
い
十
勝
平
野

　

約
１
０
０
万
年
前
の
十
勝
平
野
は
大
き
な
湿
原
で
あ
り
、
約
70
万
年
前
に
、
周
囲
の
日
高
山
脈

や
大
雪
山
系
、
石
狩
山
地
、
十
勝
岳
、
然
別
火
山
群
が
も
た
ら
す
土
石
流
に
よ
っ
て
陸
地
化
さ
れ

た
盆
地
で
あ
る
。
盆
地
の
地
下
約
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
に
渡
り
帯
水
層
６
層
に
豊
富
な
地
下
水
が
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十
勝
平
野
の
土
壌
中
に
残
留
す
る
有
効
態
リ
ン
酸
の

量
も
、
道
内
他
の
地
域
と
比
べ
減
少
幅
が
拡
大
し
て
い
る
。

　

国
は
令
和
５
年
５
月
に
「
我
が
国
の
肥
料
安
定
供
給

の
施
策
」
と
し
て
「
た
い
肥
や
下
水
な
ど
肥
料
成
分
を

含
有
す
る
国
内
資
源
の
利
用
拡
大
・
広
域
流
通
（
化
学

肥
料
と
の
混
合
を
含
む
）」、
特
に
下
水
汚
泥
か
ら
の
リ

ン
回
収
を
大
き
く
打
ち
出
し
た
。

２
．
下
水
汚
泥
か
ら
の
リ
ン
回
収

　

日
本
国
内
で
の
農
業
生
産
に
使
わ
れ
る
リ
ン
の
量
は
、

年
間
約
50
万
ト
ン
と
さ
れ
て
い
る
。
人
間
一
人
か
ら
、

毎
日
１
グ
ラ
ム
の
リ
ン
が
下
水
に
流
入
し
、
生
下
水
に

は
年
間
12
万
ト
ン
の
リ
ン
が
存
在
す
る
。
回
収
率
40
％

程
度
で
、
全
国
の
下
水
汚
泥
か
ら
年
間
５
万
ト
ン
の
リ
ン
が
回
収
で
き
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

３
．
食
料
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
地
元
資
源
の
活
用
で

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
出
来
る
だ
け
地
元
に
密

着
し
た
地
域
創
生
（
雇
用
促
進
と
新
産
業
育
成
）
と
、
お
金
の
循
環
で
あ
る
。
前
項
で
下
水
汚
泥

か
ら
リ
ン
回
収
を
述
べ
た
が
、
下
水
道
は
多
様
な
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
保
有
し
て
い
る
。

　

下
水
汚
泥
を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
、
発
電
や
水
素
を
作
り
出
す
計
画
も
進
ん
で
い
る
。
こ
の
中
で

そ
の
他
の
国
（
37
・
3
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
日
本
の
消
費
量
は
、
世
界
全
体
の
消
費
量
の
僅
か
0
・
5
％
し
か
な
い
（
農
水
省
：

肥
料
を
め
ぐ
る
情
勢
（
Ｒ
５
年
５
月
報
告
））
つ
ま
り
日
本
の
肥
料
消
費
量
は
、
国
際
市
場
の
価

格
決
定
に
は
全
く
か
か
わ
る
こ
と
が
出
来
な
い
量
で
、
高
い
肥
料
を
買
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

勿
論
、
肥
料
だ
け
で
は
な
く
、
生
産
資
材
と
し
て
飼
料
の
高
騰
も
続
い
て
い
る
。

⑶　

十
勝
の
リ
ン
肥
料
が
危
な
い

　

肥
料
の
３
要
素
（
窒
素
、
リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
）
の
現
状
を
見
て
み
よ
う
。
窒
素
肥
料
の
大
部
分

は
ア
ン
モ
ニ
ア
が
原
料
。
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
空
気
中
の
窒
素
と
水
素
を
高
圧
化
で
反
応
さ
せ
て
作

り
、
日
本
で
は
化
学
工
業
が
発
達
し
て
お
り
国
産
化
で
き
る
が
、
経
済
的
な
理
由
で
窒
素
肥
料
は

マ
レ
ー
シ
ア
、
中
国
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
比
べ
、
リ
ン
肥
料
の
原
料
は
、
リ
ン
鉱
石
で
、
日
本
に
は
存
在
し
な
い
の
で
、
す
べ
て

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
米
国
か
ら
の
輸
入
が
多
か
っ
た
が
、
米
国
は
リ
ン
資
源
の
枯
渇
問
題
か
ら

輸
出
禁
止
令
を
打
ち
出
し
、
そ
の
後
は
モ
ロ
ッ
コ
、
中
国
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、

ベ
ラ
ル
ー
シ
な
ど
に
頼
っ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
リ
ン
資
源
輸
出
各
国
は
、

自
国
の
農
業
保
護
政
策
と
、
国
際
戦
略
物
質
と
し
て
の
リ
ン
資
源
の
重
要
性
に
目
覚
め
、
輸
出
制

限
を
打
ち
出
し
た
結
果
、
国
際
相
場
が
前
年
度
に
比
べ
４
倍
か
ら
６
倍
に
も
高
騰
し
て
い
る
。
カ

リ
ウ
ム
肥
料
は
、
カ
ナ
ダ
に
国
内
需
要
の
60
％
以
上
を
頼
っ
て
い
る
が
、
コ
ス
ト
の
上
昇
は
あ
る

も
の
の
、
政
治
的
な
安
定
性
で
問
題
が
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
日
本
の
肥
料
は
す
べ
て
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
「
国
民
の
命
を
預
か
る
食
料
の

安
全
保
障
面
」
か
ら
、
極
め
て
危
険
な
綱
渡
り
状
態
が
続
い
て
い
る
。
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簡
単
に
で
き
る
の
は
、
下
水
道
処
理
水
が
有
す
る
肥

料
成
分
（
Ｎ
、
Ｐ
、
Ｋ
）
の
活
用
と
下
水
熱
利
用

（
下
水
熱
は
、
大
気
よ
り
、
常
に
10
℃
く
ら
い
高
い

水
温
）
で
あ
る
。
そ
の
処
理
水
に
は
栄
養
塩
類
が
残

留
し
て
い
る
、
こ
の
栄
養
塩
類
で
、
養
殖
や
野
菜
を

栽
培
し
て
い
る
例
を
紹
介
す
る
。

⑴　

山
形
県
鶴
岡
市
…
…�

�
飼
料
米
の
栽
培
、
ア
ユ
の
養
殖

　

鶴
岡
市
で
は
山
形
大
学
や
民
間
企
業
と
協
定
を
結

び
、
国
交
省
が
推
進
す
る
「
ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
」
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
下
水
道
の
消
化
ガ
ス
を

活
用
し
た
発
電
事
業
と
余
熱
利
用
や
下
水
処
理
水
に

よ
る
飼
料
米
の
栽
培
で
あ
る
。
飼
料
用
穀
物
は
殆
ど

が
米
国
や
豪
州
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
飼

料
用
穀
物
の
国
産
自
給
率
は
25
％
前
後
で
、
こ
れ
か
ら
の
畜
産
業
に
大
き
く
貢
献
で
き
、
し
か
も

地
元
発
の
国
産
飼
料
で
地
域
経
済
の
活
性
化
は
勿
論
、
輸
送
の
面
か
ら
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
も
貢
献
で
き
る
。
鶴
岡
市
は
、
さ
ら
に
下
水
処
理
水
で
育
て
た
藻
類
を
用
い
て
ア
ユ
の
養
殖

も
手
掛
け
て
い
る
。
養
殖
ア
ユ
の
安
全
性
や
食
品
衛
生
基
準
は
、
既
に
山
形
大
学
で
確
認
済
み
で
、

鶴
岡
市
で
は
大
規
模
に
養
殖
で
き
れ
ば
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
検
討
し
た
い
と
し

て
い
る
。

⑵　

近
畿
大
学
…
…
下
水
処
理
水
で
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培

　

マ
グ
ロ
の
養
殖
で
有
名
な
近
畿
大
学
で
あ
る
が
、
今
度
は
下
水
処
理
水
を
活
用
し
、
用
途
が
広

い
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
る
。
近
畿
大
学
の
鈴
木
高
広
教
授
ら
の
チ
ー
ム
は
、
下
水

処
理
水
の
溶
存
酸
素
を
高
め
る
方
法
で
、
従
来
の
生
産
量
を
10
倍
に
増
や
す
こ
と
に
成
功
し
、
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
食
用
だ
け
で
は
な
く
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
原
料
、
バ
イ

オ
燃
料
、
素
た
ん
ぱ
く
源
な
ど
、
幅
広
い
用
途
が
あ
る
。
日
本
に
は
約
２
２
０
０
箇
所
の
下
水
処

理
場
が
あ
り
、
気
候
変
動
に
強
い
サ
ツ
マ
イ
モ
が
出
来
れ
ば
日
本
の
農
業
を
変
え
る
エ
ポ
ッ
ク
の

可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
い
ご
に

　

十
勝
平
野
は
、
日
本
最
大
の
穀
物
基
地
と
し
て
名
を
馳
せ
て
き
た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら

見
て
道
内
に
は
、
沢
山
の
未
開
拓
の
資
源
が
眠
っ
て
い
る
。
札
幌
市
（
人
口
約
２
０
０
万
人
）
の

下
水
汚
泥
は
殆
ど
が
焼
却
処
理
さ
れ
て
い
る
。
道
内
最
大
の
リ
ン
資
源
で
あ
り
活
用
す
べ
き
で
あ

る
。
地
元
の
十
勝
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
下
水
処
理
量
10
万
㎥
／
日
）
の
活
用
も
待
た
れ
て
い
る
。

ま
た
現
在
進
行
中
の
「
十
勝
ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
参
加
企
業
、
日
水
コ
ン
（
東

京
）、
北
王
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
帯
広
市
）、
北
王
農
林
（
幕
別
町
）」
で
は
、
下
水
汚
泥
肥
料
を

追
肥
と
し
て
１
万
５
千
本
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
「
恵
味
ゴ
ー
ル
ド
」
を
栽
培
し
、
ブ
ド
ウ
や
バ
ナ
ナ

に
匹
敵
す
る
糖
度
約
20
度
を
達
成
し
て
い
る
。
筆
者
も
現
場
で
賞
味
し
た
が
、
濃
厚
な
甘
み
と
香

り
に
感
激
し
た
。
関
係
者
の
更
な
る
創
意
と
工
夫
で
「
日
本
最
大
の
食
料
基
地
」
を
目
指
す
努
力

に
期
待
し
て
い
る
。
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